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墾予言∵章二㌻：やにこ　遁辞∴ 

韻
こ
れ
だ
け
知
れ
ば
も
っ
と
楽
し
く
な
る

帥
溝
木
聞
く
も
合
戦
大
会

［
今
年
の
開
催
日
経
書

●
日
時
6
月
1
9
日
（
日
）

午
前
8
時
0
0
分
開
会

●
場
所
加
治
本
町

福
祉
セ
ン
タ
ー

今
年
も
ま
た
「
く
も
合
戦
大
会
」

の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
く
も
合

戦
の
歴
史
は
、
四
百
年
以
上
も
前
の

文
禄
・
慶
長
の
役
ま
で
遡
る
こ
と
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
く
も
を

闘
わ
せ
る
遊
び
は
、
か
つ
て
は
各
地

で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
い

つ
し
か
限
ら
れ
た
土
地
を
除
い
て
途

絶
え
て
い
き
ま
し
た
。

加
治
木
町
で
は
、
大
正
三
年
六
月

二
十
五
日
　
（
旧
暦
五
月
五
日
）
、
商

工
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
第
一
回

加
治
木
町
く
も
合
戦
大
会
が
行
わ
れ

た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
以

来
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
前
後
に
し

ば
ら
く
中
断
す
る
時
代
も
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
ま
で
し
っ
か
り
と
受
け

継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
。

平
成
三
年
八
月
、
そ
れ
ま
で
く
も

合
戦
大
会
を
支
え
て
き
た
「
く
も
合

戦
同
好
会
」
は
、
新
し
く
「
く
も
合

戦
保
存
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
く

も
合
戦
は
多
く
の
有
志
の
方
々
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
大
正
～
昭
和
～
平

成
へ
と
伝
承
さ
れ
、
平
成
八
年
に
文

化
庁
か
ら
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を

講
す
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に

選
択
さ
れ
ま
し
た
。

●
く
る
合
戦
の
起
こ
り
（
由
来
）

文
禄
の
役
　
（
一
五
九
二
年
）
、
慶

長
の
役
　
（
一
五
九
七
年
）
　
に
お
い
て

豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵
し
た
際
、
島

津
義
弘
公
も
加
治
木
か
ら
多
く
の
兵

士
を
連
れ
て
参
戦
し
ま
し
た
。
そ
の

陣
中
で
、
義
弘
公
が
兵
士
を
元
気
づ

け
、
励
ま
す
た
め
に
こ
が
ね
ぐ
も

（
メ
ス
）
　
を
集
め
て
闘
わ
せ
た
の
が

始
ま
り
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
義
弘
公
の
城
下
町
で
あ
っ
た
加

治
木
町
に
当
時
か
ら
受
け
継
が
れ
て

き
て
い
ま
す
。

●
規
柾
の
く
も
合
戦

平
成
三
年
ま
で
は
、
毎
年
加
治
木

町
観
光
協
会
の
主
催
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
伝
統
保
存
や
後
世

へ
の
伝
承
普
及
の
た
め
、
平
成
三
年

八
月
に
　
「
く
も
合
戦
保
存
会
」
　
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
保
存
会
の

主
催
で
毎
年
六
月
の
第
三
日
曜
日
に

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
く
も
合
戦
は
、
メ
デ
ィ
ア
を

通
し
て
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
昨
年
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
テ
レ
ビ
局
が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組
を
制
作
す
る
た
め
に
、
加

治
木
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

（

（
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色つやや形の良さで優良ぐもを審査する

下の「くも」が上の「くも」

e豊，器書誌e嵩諾意

／ ／／1 、1／1 �揮　、 

汗　　、 

＼ ＼、、－ �1∴う： 

／日 ／ 

上の「くも」が

糸を切る瞬間
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瞬時の勝負を判定する行司たちの鋭い目、目、目…（昨年の大会から）

［
大
会
の
種
類
］

大
会
は
次
の
三
つ
の
部
門
で
行
わ

れ
ま
す
。

1
．
優
良
ぐ
も
の
部

2
．
合
戦
の
部

（
少
年
の
部
・
大
人
の
部
）

3
．
王
将
戦
の
部

（
少
年
の
部
・
大
人
の
部
）

［
合
部
門
の
内
容
］

1
．
優
良
ぐ
も
の
部

【
審
査
基
準
】

①
八
頭
身
で
す
ら
り
と
し
た
ス
タ

イ
ル

②
色
つ
や
が
良
く
形
や
姿
が
整
っ

て
い
て
美
し
い
こ
と

2
．
合
戦
の
部

【出場等】

①
一
人
必
ず
三
匹
の
く
も
　
（
こ
が
ね

ぐ
も
の
メ
ス
）
　
を
出
場
さ
せ
る
。

②
一
匹
の
く
も
は
、
最
大
三
回
対
戦

す
る
資
格
を
持
つ
。

③
負
け
た
時
点
で
、
そ
の
く
も
は
出

場
の
資
格
を
失
う
。

【
試
合
方
法
】

横
棒
の
先
端
に
　
「
か
ま
え
」
　
と
称

す
る
く
も
を
待
機
さ
せ
、
「
し
か
け
」

の
対
戦
ぐ
も
を
行
司
が
仕
切
っ
て
向

か
い
合
わ
せ
て
対
戦
さ
せ
る
。

【
勝
敗
の
見
分
け
方
】

①
相
手
の
後
背
尻
に
糸
を
か
け
た
も

の
が
勝
ち
。
※
図
1

②
後
背
尻
に
か
み
つ
い
た
も
の
が
勝

ち
。
※
図
2

③
相
手
が
糸
を
垂
れ
て
横
棒
か
ら
ぶ

ら
下
が
っ
た
時
に
、
す
か
さ
ず
そ

の
糸
を
切
り
落
と
し
た
も
の
が
勝

ち
。
※
図
3

④
戦
闘
意
欲
の
な
い
く
も
は
、
行
司

の
判
断
で
引
き
分
け
と
す
る
。

※
く
も
の
勝
負
は
動
き
が
早
い
た
め

熟
練
し
た
行
司
の
鋭
い
日
が
、
瞬
時

の
か
け
ひ
さ
を
判
定
す
る
。

3
．
王
将
戦
の
部

①
合
戦
の
部
で
三
勝
し
た
く
も

（
「
三
勝
ぐ
も
」
　
と
い
う
。
）
　
の
み

が
参
加
資
格
を
持
つ
。

②
王
将
戦
は
抽
選
は
行
わ
ず
、
合
戦

の
部
の
順
番
で
右
側
か
ら
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
組
む
。

勝
敗
の
見
分
け
方
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用の棒。「ひもし」という。 

B　かまえクモ 

C　Lかけクモ 
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；堪町一　し　＿， �� 

くもたちの闘いに観客の熱い視線が注がれる

［
対
戦
方
法
と
採
点
方
法
］

（
合
戦
の
部
）

薄
墨
三
や
洋
語
三
幸
ね
薄

雲
暗
青
黒
撃
∵
薯
患
轟
嵩

【
対
戦
方
法
】

①
対
戦
の
組
み
合
わ
せ
は
、
申
込
み

終
了
後
、
く
も
合
戦
保
存
会
に
お

い
て
厳
正
に
抽
選
し
て
決
め
る
。

②
対
戦
は
一
匹
目
が
一
回
戦
、
二
匹

目
が
二
回
戦
、
三
匹
目
が
三
回
戦

と
す
る
。

③
三
匹
の
く
も
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
対

戦
を
行
う
。

④
対
戦
は
次
の
番
の
く
も
と
行
う
。

⑤
勝
っ
た
く
も
は
、
そ
の
次
の
番
の

く
も
と
対
戦
し
、
こ
れ
を
繰
り
返

す。
⑥
三
勝
し
た
時
点
で
終
わ
り
、
そ
の

く
も
は
王
将
戦
の
出
場
資
格
を
得

る。
⑦
三
勝
ぐ
も
の
後
に
対
戦
す
る
く
も

は
、
次
の
番
の
く
も
と
行
う
。
⑧

一
回
戦
の
最
後
の
勝
ち
ぐ
も
は
、

二
回
戦
の
先
頭
の
く
も
と
対
戦
す

る
。
二
回
戦
、
三
回
戦
も
同
様
に

次
の
先
頭
の
く
も
と
対
戦
す
る
。

【
採
点
方
法
】

①
順
位
の
決
定
は
、
三
匹
の
く
も
の

勝
ち
数
の
合
計
点
で
決
す
る
。

②
勝
っ
た
く
も
に
は
一
勝
に
つ
き
一

点
を
与
え
る
。

③
戦
闘
意
欲
の
な
い
く
も
は
、
行
司

の
判
断
に
よ
り
　
「
引
き
分
け
」
　
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
〇
・
五
点
を
与

える。

④
三
回
戦
の
最
後
の
対
戦
に
勝
ち
、

次
の
対
戦
相
手
が
い
な
い
く
も
又

は
最
後
の
順
番
で
対
戦
す
る
相
手

が
い
な
い
く
も
に
は
〇
・
五
点
を

与
え
る
。

⑤
三
匹
の
く
も
の
合
計
点
が
同
点
の

場
合
、
三
勝
ぐ
も
の
多
い
方
が
上

位
と
な
る
。

※
三
勝
ぐ
も
が
い
な
い
場
合
、

①
同
点
の
時
は
、
負
け
数
の
少
な
い

方
が
上
位
と
な
る
。

②
同
点
で
負
け
数
等
も
す
べ
て
同
じ

場
合
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
す
る
。
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i毛管まま示標？ 
のの産の狂ね準も 
尻腰ん糸いさ需品 　部だ 

く　　　　　　　す 
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方 

等‡㌧昇莞‡方ラ 々　ラ寺号言 

ゲ 

闇　轟墨醒結 ．幸　三三三三三 �口 中 聞 く∴言 合i 合 戦一 誌 関 す る j重 義： 

Y′‘′I了／‘一　　　義差と空席金言簡 
、　　〃ン　　　　　　　　　　　り　指と　ける’先　と 

の　し　叫　た　た　く　に　く 

の敏に与　く　大出　　④　　に　けを卵間　シ　ミ　を庭　　③ 
た　によ　え　ら　さ場大く　　合なた　を　にな、張の採く 
めな　り　ま　い　く　す会も　　わい　く　産脱とト　ら　木集も 

：：二三：三∴∴言 　、飼屋き育 　譲二：：「 
‾‾「 く も ，∠ゝ 口 戦 大 会 」 の た め ＼－ 

＼∴∴ 教を、はo閲が、 ふ‾ノ謀議轟繭轟 繕甥i闇親 

○き物る　加　自　切 

作　ま　び瞬め　も　コ　も

加
治
木
座
で
行
わ
れ
て
い
た
頃
の
く
も
合
戦

（
昭
和
十
三
年
撮
影
）

大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
浜
ん
馬
場
　
（
今
の
港
町
）
　
に

「
加
治
木
座
」
　
と
い
う
大
き
な
劇
場
　
（
芝
居
、
映
画
、
歌
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
た
）
　
が
あ
り
、
そ
こ
で
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

②
く
も
の
採
築

く
も
合
戦
大
会
の
一
箇
月
ぐ
ら
い

前
に
な
る
と
、
大
会
の
参
加
者
た
ち

は
薩
摩
半
島
や
大
隅
半
島
の
南
端
ま

で
出
か
け
て
く
も
を
採
集
し
ま
す
。

昔
は
、
加
治
木
町
内
で
も
川
べ
り
の

竹
や
ぶ
や
海
岸
の
松
林
、
雑
木
林
な

ど
に
た
く
さ
ん
の
く
も
が
い
た
も
の

で
す
が
、
今
で
は
め
っ
き
り
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
弱
い
相
手
と
練

習
を
行
う
な
ど
し
て
大
会
に
備
え
ま

す。⑤
く
も
合
戦
終
了
後

コ
ガ
ネ
グ
モ
の
寿
命
は
一
年
。
闘

い
が
終
わ
る
と
出
場
し
た
く
も
は
自

然
に
返
さ
れ
ま
す
。
合
戦
で
は
死
ぬ

ま
で
闘
わ
せ
る
こ
と
を
せ
ず
、
小
さ

な
命
を
大
切
に
し
ま
す
。
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滝緊急連絡先 �些木型竺＿垂重量垂戴 
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非静持出品の準臓　　みずから守ろうみんなの地域
いざというときIこすぐに持ち出せるようIZ、日頃から準備・点検しておきましょう。

＝空事些製薬撃聖　書溺…護国遡起案
発生して避難するとき、
まず最初iZ持ち出すべ　論憲：
きものです。

ガンパン、缶詰など火を通さない
でも食べられるもの。ミネラルウ
オーター。缶切り、栓抜き、紙皿、
紙コップ、水筒など。

予備電池は多め

－‾＝：○ここここ〇〇〇 

＿牽　回書臆臆臆漢≡重罪1， 

雲霞陣乳牛現金（10円硬貨があると公衆電話 ＝嚢の籍霊攫艶轄金通脚緩、 

臆巨羅亜割印
できれば1人に
1つ。予備電池
も忘れずIこ。

絆創青、傷薬、包帯、風
邪薬、胃腸薬、鎮痛剤な

四国間　　下着・工費塾生の衣類、夕
オル、生理用品、粉ミルク、

紙おむつ、ウエットティッシュ、
合羽、ヘルメット、ライター、
ラツフ●フイルム（止血や汚れ
た食器iZかぷせて使う）など。

加治木土木事務所管内河川情報テレホンサービス � 
加治木土木事務所管内の雨量および河川情報について電話で知ることができます。 

℡0995－63－3470鶏親鶏藩諾 
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間
際
間
蘭

○

今
年
も
長
雨
や
豪
雨
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
わ
が
家
の
防
災
チ
ェ
ッ
ク
は
お
済
み
で
す
か
？
　
災
害
は
予
測
し
な
い
時

に
突
然
起
こ
る
か
ら
怖
い
の
で
す
。
今
一
度
、
わ
が
家
の
危
険
箇
所
の
修
復
や
、
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
家
族
そ
ろ
っ
て
避
難
場
所
の
確
認
も
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。



kouhou KAJIKI　2005Juneo

臆施設■漢広場

★
避
難
勧
告
が
出
た
ら
、
す
み
や
か
に
従

い
ま
し
ょ
う
。

★
避
難
勧
告
が
出
る
前
で
も
危
険
を
感
じ

た
ら
、
す
く
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

★
避
難
所
に
避
難
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず

役
場
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
職
員
を
配
置
す
る
な
ど
必
要
な
対
策

を
と
り
ま
す
。
）
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受章を喜ぶ大宮路さん（右）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

牛平帥輔鵬柵少砂船脚鯛式

‖∵当上陸用

発表会を楽しみにしていてください
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減軽 
葛○○ 

ステージに並ぶ講師の先生方

上目　薯㌢ii �加治本町 �碍子真鯛福祉 

ーへ畿「．：
活動内容などを話し合いました

『
瑞
宝
単
光
章
』
を
受
章

辺
川
の
大
害
路
五
男
さ
ん

元
加
治
木
町
消
防
団
長
の
大
宮
路
五
男

さ
ん
が
、
春
の
叙
勲
で
　
『
瑞
宝
単
光
章
』

を
受
章
。
五
月
六
日
、
県
庁
で
伊
藤
知
事

か
ら
賞
状
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

大
宮
路
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
加

治
木
町
消
防
団
に
入
団
以
来
、
退
団
ま
で

の
四
十
四
年
間
、
数
多
く
の
火
災
、
台
風
、

豪
雨
等
に
よ
る
災
害
に
出
動
。
ま
た
、
平

成
十
二
年
か
ら
四
年
間
は
団
長
と
し
て
、

団
員
の
育
成
や
地
域
の
防
火
防
災
思
想
の

普
及
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
よ
う
な
勲
章
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
の
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
災
害

時
に
は
、
ま
ず
現
場
へ
急
行
す
る
の
が
消

防
団
員
の
使
命
。
妻
に
は
申
し
訳
な
く
思

い
な
が
ら
も
一
番
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」
　
と

照
れ
く
さ
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

楽
し
み
や
生
き
が
い
薄
め

か
じ
の
木
大
学
に
4
6
2
人

平
成
十
七
年
度
か
じ
の
木
大
学
講
座
の

開
講
式
が
四
月
二
十
五
日
、
加
音
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
大
学
は
、
町
民
の
主
体
的
学
習
活
動

を
推
進
す
る
た
め
、
町
民
一
人
　
「
一
芸
・

一
学
習
・
一
ス
ポ
ー
ツ
・
一
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
　
を
モ
ッ
ト
ー
に
充
実
し
た
人
生
を
送

っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
開
講
さ
れ
て
い

る
も
の
。
今
年
度
か
ら
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
、

囲
碁
、
親
子
体
操
な
ど
、
五
つ
の
講
座
が

新
し
く
開
設
さ
れ
、
全
部
で
二
十
一
の
講

座
に
四
百
六
十
二
人
の
受
講
生
が
集
ま
り

ま
し
た
。

講
師
紹
介
の
後
、
受
講
生
を
代
表
し
て

斎
藤
成
代
さ
ん
が
、
「
か
じ
の
木
大
学
で
学

び
、
毎
日
の
生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
。
」
　
と
受
講
に
当
た
っ
て
の
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

広
げ
よ
う
歌
声
の
輸

少
年
少
女
合
唱
団
結
団
式

加
治
木
町
少
年
少
女
合
唱
団
の
結
団
式

が
五
月
十
四
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
歌
好
き
の
小
・
中
学
生
二
十
三
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

式
で
は
、
柿
内
教
育
長
が
　
「
歌
を
通
し

て
み
ん
な
で
楽
し
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
」
　
と
団
員
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

柁
城
小
学
校
六
年
の
久
木
田
猛
く
ん
は
、

「
男
子
が
少
な
い
け
ど
最
後
ま
で
頑
張
り
ま

す
。
」
　
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

練
習
は
、
毎
月
第
二
・
第
四
土
曜
日
の

午
後
二
時
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
ま
す
。
随
時
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ど
う
ぞ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

鼎
　
（
6
2
）
　
2
1
1
1
　
内
線
3
2
2

活
力
あ
る
生
活
を
目
指
し
て

母
子
寡
婦
福
祉
会
総
会

加
治
木
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
の
総
会
が

四
月
二
十
四
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

同
会
の
会
員
は
現
在
約
百
三
十
名
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ふ
れ
あ
い
活
動
、

ま
た
他
町
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
等
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
総
会
で
は
、
議
事
検

討
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
母
を
た
た
え

る
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

船
迫
恵
美
子
会
長
は
、
「
一
人
で
悩
ま
ず
、

時
に
は
会
員
同
士
で
踊
っ
た
り
、
笑
っ
た

り
、
悩
み
を
相
談
し
あ
っ
た
り
す
る
こ
と

が
、
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
生
活
を
送
る
た
め

の
秘
訣
で
す
。
」
　
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

加
治
木
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
船
迫
会
長
　
（
皿
6
3

－
0
6
7
3
）
　
ま
で
。
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叙勲を受けた岩田さん（中央）
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表彰状を手にする川畑先生
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活発な意見が出された総会

『
旭
日
双
発
章
』
を
受
章

朝
日
町
の
岩
田
－
郎
さ
ん

地
方
自
治
の
発
展
に
大
き
な
功
績
が
あ
っ

た
と
し
て
、
元
加
治
木
町
議
会
議
員
の
岩

田
一
郎
さ
ん
が
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
、

五
月
七
日
、
町
長
室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

岩
田
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
四
年
加
治
木

町
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
十
九
年
余

り
の
議
員
在
職
期
間
中
、
町
の
産
業
振
興

や
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
情
熱
を
注

が
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
議
会
副
議
長
、

議
長
の
要
職
を
歴
任
後
、
昭
和
五
十
年
か

ら
四
年
間
は
加
治
木
町
助
役
と
し
て
在
職

し
、
本
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

した。「
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
章
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
」
　
と

喜
び
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

混
ぜ
れ
ば
ご
み
分
け
れ
ば
資
源

加
治
木
の
町
を
美
し
く

加
治
木
町
衛
生
協
会
の
定
期
総
会
が
五

月
十
二
日
、
各
地
域
の
自
治
会
長
な
ど
百

名
余
り
が
出
席
し
、
加
音
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
熊
元
一
祭
会
長
が
、
「
資
源
物

の
分
別
収
集
も
次
第
に
定
着
し
て
き
ま
し

た
が
、
一
部
に
は
分
別
の
不
徹
底
や
不
法

投
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
協

力
し
な
が
ら
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
ご

み
減
量
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
」
　
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
十
六
年
度
の
活
動
報
告
や

収
支
決
算
、
十
七
年
度
の
活
動
計
画
や
規

約
の
一
部
改
正
な
ど
が
協
議
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
平
成

十
七
年
度
の
役
員
体
制
は
次
の
と
お
り
。

▽
会
　
長
　
熊
元
一
祭

▽
副
会
長
　
上
村
長
男
　
森
木
茂

県
公
衆
衛
生
協
会
か
ら
表
彰
状

川
畑
内
科
　
川
畑
利
夫
先
生

県
医
師
会
館
で
四
月
二
十
二
日
に
開
か

れ
た
、
第
四
十
四
回
鹿
児
島
県
公
衆
衛
生

大
会
に
お
い
て
、
川
畑
内
科
院
長
の
川
畑

利
夫
先
生
に
、
県
公
衆
衛
生
協
会
会
長
か

ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

川
畑
先
生
は
、
昭
和
五
十
一
年
の
開
業

以
来
、
母
子
保
健
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
る

と
と
も
に
、
健
康
診
盃
や
健
康
教
育
、
さ

ら
に
中
学
校
・
高
校
の
学
校
医
と
し
て
活

躍
。
公
衆
衛
生
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
こ
と
が
広
く
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

「
今
回
の
表
彰
は
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
病
気
に
は
自
然
治
癒
力
が
あ
り
、
私

は
健
康
回
復
の
手
助
け
を
し
て
い
る
だ
け
。

私
に
と
っ
て
は
患
者
さ
ん
が
先
生
な
ん
で

す
よ
。
」
　
と
、
に
こ
や
か
な
表
情
で
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

歩
い
て
通
路
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク

交
通
安
全
総
点
検
を
実
施

国
土
交
通
省
や
県
土
木
事
務
所
、
町
建

設
課
な
ど
の
道
路
行
政
関
係
機
関
と
、
老

人
ク
ラ
ブ
や
身
体
障
害
者
協
会
、
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
対
策
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど

約
五
十
人
が
参
加
し
、
春
の
交
通
安
全
総

点
検
が
五
月
十
二
日
、
加
治
木
小
学
校
区

と
錦
江
小
学
校
区
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
参
加
者
た
ち
は
二
班
に
分
か

れ
、
道
路
に
危
険
箇
所
は
無
い
か
な
ど
、

約
一
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
細

か
く
点
検
し
な
が
ら
歩
い
て
回
り
ま
し
た
。

点
検
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
「
停
止
線

を
は
っ
き
り
と
書
い
て
ほ
し
い
」
　
「
道
路
と

歩
道
の
段
差
を
解
消
し
て
」
　
な
ど
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見

は
集
約
さ
れ
、
今
後
の
道
路
環
境
整
備
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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6月は講話驚届の
現在児童手当を受給している人は、現況届の提出

が必要です。この届は、毎年6月1日において、児

童手当を引続き受給できる要件を満たしているかど
うかを確認するものです。現況届の提出がないと、
6月以降の手当が受けられなくなりますので、6月

末までに必ず手続をしてください。
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…
議
会
構
成
決
ま
る

…
　
議
長
に
徳
重
武
秀
氏

↑
　
副
議
長
に
土
橋
兼
義
民

五
月
十
日
、
平
成
十
七
年
第
一
回

加
治
木
町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、

議
長
に
徳
重
武
秀
氏
、
副
議
長
に
土

橋
兼
義
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
各
常
任
委
員
会
（
任
期
は
平
成

十
七
年
五
月
十
日
か
ら
平
成
十
九
年

四
月
三
十
日
ま
で
）
の
構
成
も
次
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

〔
⑥
は
委
員
長
　
○
は
副
委
員
長
〕

▼
議
会
運
営
委
員
会

◎
有
馬
研
一
〇
永
野
正
武

土
橋
兼
義
　
恒
吉
正
範

徳
寄
囲
宗

▼
総
務
委
員
会

◎
恒
吉
正
範
　
○
乗
馬
場
弘

兼
田
勝
久
　
川
辺
信
一

久
保
薗
祐
彦
　
竹
之
内
茂

▼
文
教
厚
生
委
員
会

◎
永
野
正
武
　
○
法
元
隆
男

新
福
愛
子
　
瀬
戸
口
僧

堂
森
忠
夫
　
宝
蔵
重
行

簗
瀬
三
憲

▼
建
設
経
済
委
員
会

◎
徳
寄
囲
宗
　
○
堀
廣
子

有
馬
研
一
池
田
初
夫

迫
田
正
則
　
土
橋
兼
義

鹿
児
島
県
職
員
募
集

（
中
・
初
級
）
　
試
験

○
試
験
区
分

（
中
級
）
教
育
事
務

（
初
級
）
一
般
事
務
、
教
育
事
務
、

警
察
事
務

○
年
齢
要
件

（
中
級
）
　
2
0
歳
～
2
7
歳

（
初
級
）
　
1
8
歳
～
2
1
歳

※
平
成
1
8
年
3
月
3
1
日
現
在
の
満

年
齢

○
受
付
期
間

8
月
1
0
日
（
水
）
～
8
月
2
4
日
（
水
）

○
第
1
次
試
験
日

平
成
1
7
年
9
月
2
5
日
（
日
）

○
試
験
地

（
中
級
）
　
鹿
児
島
市

（
初
級
）
　
鹿
児
島
市
、
鹿
屋
市
、

薩
摩
川
内
市
、
名
瀬
市

○
受
験
申
込
書
配
布
場
所

県
庁
1
階
ロ
ビ
ー
、
県
の
合
同
庁

舎
（
総
務
事
務
所
、
保
健
所
）
等

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
人
事
委
員
会
事
務
局
総
務
課

Ⅲ
0
9
9
（
2
8
6
）
3
8
9
3

…
税
務
職
員

↑
（
税
務
大
学
校
豊
募
集

人
事
院
と
熊
本
国
税
局
で
は
、
税

務
職
員
（
税
務
大
学
校
生
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

○
受
験
資
格
　
昭
和
飢
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
6
3
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
・
学
歴
不
問
。

○
試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程
度

○
受
付
期
間
　
6
月
2
1
日
（
火
）
か
ら

6
月
2
8
日
（
火
）
ま
で
（
消
印
有
効
）

○
第
一
次
試
験
　
9
月
4
日
　
（
日
）

○
申
込
用
紙
　
最
寄
り
の
税
務
署
に

備
え
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
税
務
署
総
務
課

皿
0
9
9
5
（
6
2
）
2
1
6
1

言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
経
営
が
不
振

に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
る
な
ら
、
早
め

に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
町
商
工
会

田
0
9
9
5
－
6
3
－
2
2
9
5

∪
・
I
タ
ー
ン

「
か
ご
し
ま
」

●

経
営
安
定
の
た
め
の
商
工
会

事
業
経
営
安
定
緯
別
相
談
室

商
工
業
者
の
経
営
危
機
を
回
避
し

倒
産
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
県

商
工
会
連
合
会
は
、
経
営
安
定
特
別

相
談
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

相
談
室
で
は
、
弁
護
士
や
税
理
士

な
ど
の
専
門
家
が
無
料
で
指
導
や
助

大
阪
・
東
京
・
鹿
児
島
の
3
会
場

で
開
催
し
ま
す
の
で
、
県
外
に
お
住

ま
い
の
御
家
族
・
友
人
へ
も
ぜ
ひ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
大
阪
会
場

・
日
時
　
7
月
9
日
（
土
）

午
後
1
時
～
午
後
4
時

・
場
所
　
大
阪
駅
前
第
3
ビ
ル
1
7
階

（
北
区
梅
田
1
I
l
I
3
）

○
東
京
会
場

・
日
時
　
7
月
2
3
日
（
土
）

・
場
所
　
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
（
文
京

区
後
楽
1
－
3
－
飢
）

○
鹿
児
島
会
場

・
日
時
　
8
月
1
2
日
（
金
）
午
後
0

時
0
0
分
～
午
後
4
時
0
0
分

・
場
所
　
か
ご
し
ま
国
際
ジ
ャ
ン
グ
ル
パ

ー
ク
ベ
イ
サ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
雇
用
対
策
室

田
0
9
9
（
2
8
6
）
3
0
2
6
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ジェンダーからの解放は 
男女共通のテーマです。 

∞Ⅱ 
場l ●鴬 ：○○ 〃 

豊 
8禽諸肌抽朗珊田中 ● �月男女異同鯵 �i＿－Li ● 　男女共同参百態道本部 

平成17年度男女共同参画週間
～ゆめ育て　人を育てる　共同参画～

男性と女性が、職場で　学校で、地域で　家庭で、そ
れぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」
その実現のためには政府や地方公共団体だけでなく、
みなさん一人ひとりの取組が必要です。私たちのまわり
の男女のパートナーシップについて、この機会に考えて

みませんか？
「男女共同参画社会基本法」の公布・施行日である平

成11年6月23日を踏まえたもの。

眠朝 �島県男女共同 � � �山 �画フォーラム」を開催 
漢書主因峯i王国審18＝ � � �」しこ �品㌫セシ芦一〇’岬 

●7月24日（日）のワークショップには、加治木町の自主

学習サークル「ステップ」も企画されています。

●「子どもの暴力防止プログラム」
7月26日（火）10：00－16：00　県主催

－－一　　　　　　一－一°“一一一一一一‾二二喜一　‾‾二二一二二一一T青〇°晴し＋ここと

4月から　帥治本町無料女性相談が始まりました。
いろんな問題をかかえて、どうしたらいいかわからない！そんなとき、ひとりで悩まず相談してみませんか？

女性相談員が一緒Iこ悩み事を考え、あなた自身の力で問題解決へ向かうお手伝いをします。

㊥日　時　毎週火曜日9：00・－12：00（年末年始・祝祭日は除く。）

（㊥方　法　原則　電話相談　相談専用電話62－2230

面接相談も可。内容によっては専門機関への紹介・連絡もいたします。㊥秘密は守りますo

（紡日談員　2名（女性相談員）

「ちょっとおかしいな？」「行き過ぎではないの？」「しつけなの？」・・・児童虐待を疑ったら？

相談専用電話62－2230が、相談日以外にも使えるようになりました。℡62－2111も可。

これまでの女性相談に加え、子ども虐待の通報や相談に関係機関と連携を取りながら、相談員が問題

解決へのお手伝いをします。
子ども虐待とは、「子どもの人権を著しく侵害し、その心身の成長及び人格の形成に重大な影響を与

え次世代の育成に懸念を及ぼすもの」となっています。身体的虐待や、性的虐待、育児放棄や、心理的
虐待などです。

平成17年4月、児童虐待防止に関する法律が改正になり、通報や相談に県児童相談所だけでなく、市
町村も対応することになりました。虐待かそうでないかは調査で判断します。仮に調査の結果、「虐待」
の事実がなくても通告者が責任を問われることはありません。電話、ファックス、文書、来庁などどん
な方法でもかまいません。また、プライバシーも守られますので「虐待」が疑われる場合には通告を！

閤
舞
踏
別
間
刷
勘
恥
が
・
≠

気
高
鞠
時
間
額
紀
強
帥
園
田
閉
口
同
曲
聞
出
1
日
間
晴
間
1
1
両
中
国
甲
高
初
午
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青

嶋＼＼’）了】
－i

」ノ 教育委員会痔より
加治木の家庭教育第10章　待つ、耐える、辛抱する、耐性を身に付けさせよう

本町のよき「伝統と文化」を継承しながら、郷

土に誇りと愛着をもったたくましい園児・児童・

生徒を育成します。特に各学校や幼稚園ともに努

力しているのは次のようなことです。

1．児童生徒の学力の向上

（1）「基礎基本」の確実な定着

（2）授業を通した教職員の研修の充実

（3）国語力の向上や読書の推進

2．心の教育の充実

（1）道徳の時間の授業の充実

（2）いじめや不登校等に対処する総合的な対策

の実施

（3）「生き方」の指導を重視したキャリア教育

及び進路指導の充実

3．体力運動能力の向上

（1）一校一運動及び一人一日一運動の推進

（2）汗をかく体育の授業の実施

4．子どもたちの安全確保

（1）校区における安全地図づくりとその活用

園回国

羅　教科書展示会のお知らせ

中学校の教科書が来年度から改訂、採択されます。

それに合わせて中学校では教科書の研究が始まります。町

教育委員会では広く町民の方にも教科書を御覧いただき

たく、6月17日から6月30日まで教科書センターである柁

城小学校の記念館で展示会を開催します。土曜・日曜も開

館していますのでぜひお立ち寄りください。

諾　就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定試験

この試験は、病気などやむをえない事由により、保護

者が義務教育語学校に就学させる義務を猶予または免除

された者などに対し、中学校卒業程度の学力があるかど

うかを認定するために国が行う試験です。合格者には高

等学校の入学資格が与えられます。詳細は町教育委員会

学校教育課（内線340）へ。

○○

（2）小学校における集団登下校の実施　　　　　■

5．町PTA連絡協議会の活動の充実　　　　　　i

（1）県立加治木養護学校の加入と連携の推進

（2）子どもたちの健全育成を目指した活動の充実　臆

これらの点について、町立の学校と幼稚園では、

具体的な到達目標を掲げ、取組が始まっています。

さらに到達目標に関して、学校・園内で評価する

だけでなく、保護者や校区の方々にも評価してい

ただくことにしています。そのことが開かれた学

校づくり・責任を果たす学校づくりになると考え

ています。

80　　　　　08　日　　　　〇m

書誌蔀謹㈲書醒ほ請瑚』某令書
毎月23日は「子ども読書の日」です。4月23日には、○

学校や図書館でさまざまな催しが開催されました。
報　親子読書会による「ブラックシアター」（加治木小）、

全職員による「読み聞かせ」（永原小）、児童の手によ

る大型紙芝居や読書クイズ大会（錦江小）、それぞれ　鵜
S　が趣向をこらし，子どもたちが本に興味をもっても
田　らうようがんばっています。様々な取組をして読書

好きな子どもに育てたいものです。
l囲園　　　　　田○　　　　＿　国書　　　　　謹書

●

町
内
に
居
住
す
る
人
の
子
弟
の
う

ち
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
、
大
学
に
進
学
ま
た
は
在
学

す
る
学
生
・
生
徒
で
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人
に
対
し
、

町
育
英
奨
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

1
．
条
件

①
学
業
成
績
良
好
な
人
　
②
在
学

校
長
ま
た
は
出
身
校
長
が
推
薦
す

る
人
　
③
学
資
金
の
支
弁
が
困
難

な
人
　
④
所
得
制
限
あ
り
　
⑤
保

証
人
が
得
ら
れ
る
こ
と

2
．
貸
与
月
額

・
高
校
生
一
万
二
千
円
以
内

・
大
学
、
高
専
、
専
修
学
校
学
生

三
万
円
以
内

3
．
提
出
書
類

①
育
英
奨
学
資
金
貸
与
申
請
書

（
町
教
育
委
員
会
総
務
課
に
あ
り

ま
す
。
）
　
②
奨
学
生
推
薦
調
書

③
内
科
検
診
の
結
果
等
　
④
進
学

し
た
学
校
の
在
学
証
明
書
　
⑤
世

帯
全
員
の
所
得
証
明
　
（
※
給
与
所

得
者
は
源
泉
徴
収
票
の
写
し
で

可
）
　
⑥
世
帯
の
住
民
票
謄
本

4
．
受
付
期
間

6
月
1
3
日
（
月
）
か
ら
6
月
5
0
日

（
木
）
　
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
町
教
育
委
員
会
総
務
課

Ⅲ
（
6
2
）
2
1
1
1
　
内
線
3
3
2

町
育
英
奨
学
資
金

奨
学
生
を
募
集
（
第
二
次
）
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話が誤諾諾寵謹書鬱’∂ 
t　Lました。 

ー　　そこで、私たち姶良郡内の国際交流員たちは、この意識を改善して 
：　いこうと、4月23日、町福祉センターでスマトラの災害復旧支援のため 

＿＿＿言　のチャリティコンサート＆ディナーパーティを行いました 
」一［一一一一一一 に∴駕荒需 �ントを通して、参加者の皆さ　　最後に、このイベントに参加してくださったみなさ 

界の絆」への意識を高めるこ　んに御礼を言いたいです。皆さんの情熱で・用意した 

とができたのではないかと思います。今回のイベ　チケット200枚が完売し、当日は250人以上の参加者 

ントは、姶良郡内の国際交流員たちが自ら企画し、　で盛り上がりました。皆さんのチャリティへの情熱に 

加治木国際交流協会（KIFA）、加治木町役場企画課　感動しました。日本赤十字社への寄附金は31万8・412 

やボランティアの方々が共催しました。当日は外国　円になりましたo災害地域復興へ協力できて皆さんも 

人とボランティアにより、5か国12品のおいしい料　嬉しいことでしょうo皆さんのお陰で素敵なイベント 

理が並べられたディナーパーティ、7組のボランティ　になりました。有難うございました！　　　i 

讃讃藷議藩調闘 た。そして、山形屋ショッピングプラザ加治木店、／リ＼l 
佐藤慶雄商店、肉の徳永屋の方には、非常に安く食　　馬＝題に。　　　　　i釣＿一　一　　　， 

諾嵩藷器禁埋圏堕堕堕二リ 
l　　　　　　　　　　） 

i l 一‾‾‾速 ことlii 議藤一鵜 ｝場－青〇・〇－一…場■喝噛■知事－お古h－一一－－」一g」－血」▲」一”ムー▲一ふ－二重」〇一°おき一・－－？．青脚事車軸山場●蝉葛 �蔀 ●〃 ′ 〇〇〇m ‘iヤ‾’∴∴’ ＼∴i ＿〃エー▲＿－▲●＿○〃”“ �ノ 
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軸車軸十王油日十着鵬古曲m摘草鵬中庄的軸耳輪9曲抽出車軸m措亜庄臨時

℡62－2605

型詰諦観吉村昭／苦 
松わら傷所をを　　　　講談社 
本れに、の歩医 

繍 �ねずみくんとおでかみ 盈 なかえよしを／作 
；返もな �上野紀子／絵 o専ら手 をつ紙 �ポプラ社 

新潮社 � 

おはなし会の �日　時：7月9日（土）午前10時30分一　　　髪　－ 

御案内 �場　所：町立図書館学習室　　　　　’電‘ 

（毎月第2土曜日） �内　容：絵本の読み聞かせ・紙芝居など 
※どなたでも参加できます。お気軽にお越し下さい。 

ーーーーーー　ー　一

し
ふ
う
し
ん
　
つ
ら
ぬ
∴
∴
か
　
く
ご
∴
∴
．
あ
h

小
心
を
貫
く
覚
悟
や
蟻
あ
る
く

野
球
帽
を
あ
み
た
に
少
女
麦
の
秋

春
の
月
桜
島
引
く
タ
グ
ボ
ー
ト

で
　
つ
　
る
∴
∴
∴
さ
け
　
　
け
　
ん
か

母
の
日
の
鉄
路
に
叫
ぶ
献
花
か
な

1
、
ふ
う
き
ゃ
く
　
　
う
∴
ご
ー
∴
∴
う
ま
－
あ

橋
脚
に
雨
後
の
渦
生
れ
夏
つ
ば
め

霞
切
に
せ
か
さ
れ
稲
の
苗
運
ぶ

お
l
、
な
・
も
く
も
く

影
ひ
と
つ
翁
黙
々
棚
田
打
つ

母
の
日
の
母
に
八
十
略
の
笑
ひ
じ
わ

中
国
の
、
デ
モ
の
暴
走
黄
砂
降
る

改
札
を
ま
か
り
通
る
よ
っ
ば
く
ら
め

春
雪
の
国
よ
り
声
の
バ
ー
ス
デ
ー

め
か
し
ら
あ
っ
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
　
　
が
l
、

母
の
日
や
目
頭
熱
く
な
る
添
え
書

豆
の
花
一
輪
車
の
子
得
意
顔

入
園
の
お
澄
ま
し
写
真
柿
の
花

よ
か
：
わ
ず
　
　
L
t
∴
か

夜
蛙
や
書
架
の
整
理
の
続
き
を
り

新
茶
で
す
看
板
大
書
道
の
駅

三
井
寺
の
引
き
摺
り
鐘
や
風
光
る

か
わ
∴
も
　
か
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
こ
ん
　
　
　
　
　
ひ

川
面
掠
め
つ
ば
く
る
未
婚
の
胸
冷
や
す

田
代
　
俊
東

棟
原
　
書
子

中
村
　
勉

郡
山
マ
サ
子

神
村
　
洋
子

大
量
　
利
春

藤
崎
　
文
庫

岩
元
　
繁
生

川
畑
　
克
己

岩
田
美
知
江

竹
山
　
洋
子

酒
匂
　
君
江

白
尾
　
澄
子

稲
恒
　
章
夫

園
田
　
千
秋

宮
脇
　
弘

黒
木
ト
ン
子

川
崎
　
黒
兎

図
書
館
だ
よ
り

号
の
巾
の
姉
弟
本

学
島
を
出
よ
（
上
・
下
）
　
　
村
上
　
龍

）
魂
萌
え
ー
・
　
　
　
　
　
相
野
夏
生

」
け
い
子
ち
ゃ
ん
の
ゆ
か
た

庄
野
潤
一
二

、
デ
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
（
上
・
下
）

ダ
ン
・
ブ
一
フ
ウ
ン

金
魚
島
に
ロ
ッ
ク
は
流
れ
るか

し
わ
哲

i
ア
ス
カ

司
　
　
修

∵
い
ぬ
の
お
ば
け

長
　
新
太
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克貴均健純裕正
典之　　一　　次一

人口・世帯の動き
平成17年5月1日現在

総人口 �22，968人（178） 

男 �10，602人（89） 

女 �12，366人（89） 

世帯数 �9，122（89） 

出生 �9人　　死亡　　　26人 

転入 �362人　　転出　　167人 

※（）内は前月との比較

喜連…漢音臆菓…園田 �「・雪景 �垣間在雪 �巨竜毒案8m Ijt，▲： 

月　日 ���医療機関 �所在 �電話 �医療機関（小児科） �所在 �電話 �医療機関（眼科） �所在 �電話 

6 月 �12 �（日） �久　永　医　院 �姶　良 �65－2507 �すこやかクリニック �加治木 �62－0308 �西　眼　科　医　院 �加治木 �62－2526 
19 �（日） �加治木駅前クリニック �加治木 �62－2222 �いかりこともクIjニック �国　分 �48－5858 �植原眼科医院 �隼　人 �43－1050 

26 �（日） �港町クリニック �加治木 �63－9791 �か　わ　の　小　児科 �隼　人 �42－8866 �青雲病院眼科 �姶　良 �66－3080 

7 月 �3 �（日） �佐　藤　医　院 �溝　辺 �59－2607 �きたはらこともグ）ニック �国　分 �64－0677 �田　中眼科医院 �姶　良 �65－3986 

10 �（日） �川　畑　内　科 �加治木 �63－1499 �あ　い　ら　小児科 �姶　良 �66－0115 �渡辺眼科クリニック �国　分 �45－6888 

17 �（日） �壱　岐　医　院 �溝　辺 �59－2019 �中　西　医　院 �姶　良 �65－1717 �い　ぢ　ち　眼　科 �国　分 �47－3618 

18 �（月） �徳　永　医　院 �溝　辺 �58－2302 �冨永クリニック �姶　良 �65－7311 �神　村　眼　科 �姶　良 �64－5556 

24 �（日） �松下完治内科 �加治木 �62－0084 �徳　重　医　院 �姶　良 �65－2070 �隼人福　島眼科 �隼　人 �64－2940 

31 �（日） �徳重クリニック �加治木 �62－2672 �国　分生協病院 �国　分 �45－4806 �西　眼　科　医　院 �加治木 �62－2526 

診療時間 ���午前9時～午後5時 ���午前9時～午後5時 ���午前9時～午後1時 

う
者
書
中

出
生
児
　
保
護
者

加
世
田
風
花
　
尚
人

板
木
　
二
軍

田
中
　
里
奈

駿
河
　
由
実

久
保
　
真
愛

木
屋
尾
　
仁

横
山
　
佳
南

大
野
　
荊
沙

8
5
月
1
5
日
ま
で
に
住
民
台
帳
に
記
載

さ
れ
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

練
磨
弼

香
典
返
し
の
代
わ
り
に
御
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の
御
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（　）　は故人

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ
◆

吉
　
原
　
　
坂
下
　
洋

（
母
　
ナ
ミ
エ
8
6
）

中
　
野
　
　
常
盤
　
勝
義

（
母
　
ツ
ヤ
子
撃

萩
　
原
　
　
川
原
田
　
重
孝

（
妻
　
ス
キ
7
9
）

萩
　
原
　
　
岸
野
　
仁

（
父
　
三
茄
衛
9
1
）

毘
沙
門
町
　
竹
内
　
ヤ
ス
子

（
夫
　
敬
一
郎
7
7
）

高
井
田
　
　
松
本
　
弘
隆

（
母
　
ナ
ツ
撃

岩
原
西
三
区
　
松
木
　
富（

夫
　
政
明
8
9
）

高
井
田
　
　
重
田
　
海
亨

（
妻
　
織
田
辰
子
5
0
）

下
新
道
　
　
前
田
　
穂
積

（
父
　
耕
夫
肇

◆
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
◆

毘
沙
門
町
　
竹
内
　
ヤ
ス
子

（
夫
　
敬
一
郎
7
7
）

▼
5
月
1
5
日
ま
で
の
御
寄
附
を

掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
　
　
）
　
は
旧
職
名
を
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。

●
異
動
　
（
6
月
1
日
付
）

【
総
務
課
】
▽
行
政
係
長
・
仮
屋

隆
夫
（
企
画
課
広
域
行
政
係
長
）

▽
交
通
防
災
係
長
・
宮
田
昭
二

（
農
林
耕
地
課
畜
産
係
長
）

【
企
画
課
】
▽
課
長
補
佐
兼
広
域

行
政
係
長
・
安
藤
政
司
　
（
総
務

課
交
通
防
災
係
長
）

【
農
林
耕
地
課
】
　
▽
課
長
補
佐
兼

畜
産
係
長
・
穂
満
利
行
　
（
水
道

課
課
長
補
佐
兼
業
務
係
長
）

【
建
設
課
】
　
▽
ま
ち
づ
く
り
推
進

係
長
・
増
田
明
　
（
建
設
課
ま
ち

づ
く
り
推
進
係
）

【
水
道
課
】
　
▽
課
長
補
佐
兼
業
務

係
長
・
小
野
田
健
一
（
建
設
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長
）
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畠中ヒデ子さん（左から2人目）と堀庸子さん（右か
ら2人目）に農業委員の辞令が交付されました。

「粥圏甲田悶申しノ‾‾ 加治本町遺族会総会

（ ●： 　／ ．∴∴　∴－。。－「： � 

ふく事容量≡＝＝茎・i貢葺易■［ニー葺苧寮 　∵∴　　∴∴：子 � 

′　　　声■短詩　　　　　ヾ・　　支 

平和の願い新たに……町遺族会総会

！田山腿＿豊○農〇mm0l▼l

＿：1－I′詰’ �諒 ∴一∴∴． ／シ∵ �、、 ヽ 、ヽl l： �∴哩 窪違 讃醸 二一一高 ノー● 
∴ゝ∴†∴ ��，いて・擢。，・ 

バス停が泣いています。誰かのいたずらで草むらに捨
てられた循環バスの表示板

騨瑚撃「．ご ��● 

′ � �：● �1㌦・ 
）1．、 �ヽ● �読・ �・●●ヽ1細「 

1r－ 　　　‾ここ－ �肇．」 

小山田の迫集落の水田地帯に飛び交うホタル
（5月10日）

国勢調歪】 群議翳 lSSSrlSSSrlSSOrlSSSr 平成17年10月1日仕） 、0、，、この副こ暮らす 

～10月1日

私たち （馳 �「人 �「人で 

田嶋調番 � � 

あなたの調査票には
日本の大切な未来がつまっています。

10月1日、国勢調査を全国いっせいに行います。国勢調

査は、日本に住んでいるすべての人を対象とした大規模

な統計調査です。調査結果は、社会福祉、環境整備、雇用

対策マ経済政策、交通計画など、みんなが住みよいまちづ

くりのための基礎資料となります。

㊥　この広報紙は再生紙を使用していますo

調査する項目は、男女の別、出生の年月、就業状態、通勤・

通学地、住居の種類などです。調査内容が、他にもれた

り、統計以外の目的に使われることは絶対にありません。

国勢調査員が調査票を持ってうかがいます。未来のため

に、10月1日のあなたを記入してください。
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